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成長中心の金融から、人間中心の金融へ！金融業界でフロントランナーとして活躍したトップアナリス
トが、仏教の世界観から提言する、持続可能な経済・社会のかたちとは。 

ディスカヴァー・トゥエンティワンの紹介ページ 
https://d21.co.jp/book/detail/978-4-7993-1979-6 

 

教員メッセージ 

現在のライフスタイルを維持するには、2030 年には「地球が 2 個必要」であるという事実から、目を
そむけてはいけません。 
経済成長は正義という価値観は、目に見えて終わりを迎えています。本書は、仏教の考え方を金融に活
かし、経済を破壊した金融に、経済を正しく導く役割を担わせようとしています。「欲しがる」行動を
やめようとしない経済を、「正しく生きる」美徳界に解脱させることで、持続可能な世界のかたちを考
えます。 
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